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本書は，米中経済対立がグローバル・サプラ

イチェーン再編へ与えるインパクトを，「貿易

戦争，ハイテク技術摩擦，体制間競争」という

3つの次元から分析し，その結論を得た。

第 1の「貿易戦争」のシミュレーション結果

として，第 1 章で，2018 年の高関税により米

中両国の GDP が，それぞれ 0.185％と 0.082％

減少した。2024 年には米国の損失が拡大し，

中国の損失が縮小する。結論として，米国の

「中間財」製造の中国依存の状況が短期間で見

直されないのでデカップリングは難しい。

第 2の「ハイテク技術摩擦」について，先端

技術を米国が「遮断」することにより技術デ

カップリングを進めた。第 4 章では，7 ナノの

高性能ロジック半導体を中国企業へ販売するこ

とを遮断した事例を示した。具体的に，米国企

業のアプライドマテリアルズ等が主要製造装置

を台湾企業のTSMCに提供する。したがって，

TSMC は中国企業のファーウェイや SMIC へ

の販売を断念した。このように先端分野では技

術デカップリングが起こる。ただし，それ以外

の分野では起こらない可能性があると結論づけ

た。

第 3の「体制間競争」では，中国の「国家資

本主義」とアメリカの「自由資本主義」が収れ

んするのかを検討する。その際に，「産業政策」

の視点を中心に置く。中国も米国も産業政策を

導入し，互いに独立した体制を維持したい。し

たがって，これらの体制が完全に同一のものに

収れんする局面は考えにくい。

その他の米中経済対立に関連する重要な指摘

がある。第 2章のバイデン政権について，米国

が，中国から学習したともみえるほどの，産業

政策と政府主導のイノベーション政策を重視す

る。注意点として，万が一の際の「急速に分断

が進んでしまう可能性」を指摘する。第 3章の

中国の産業政策に関しては，最先端の技術領域

ほど国境を越えたオープンイノベーションが必

要である。このためには習政権の弱点である中

国の「国際循環」戦略の重要性を指摘する。第

5 章によれば，ベトナムの対米輸出は 2017 年

からの米中貿易戦争により加速したが，ベトナ

ムはすでに「2000 年」から中国の受け皿を準

備していた。しかし，ベトナムの残る大きな課

題は，輸出を増やすための「中間財」の輸入依

存の構造である。

本書は，5人の気鋭の研究者により全 5 章の

それぞれの分野に関して 3つの次元から執筆さ

れた。グローバル・サプライチェーン再編に関

する分析の「ベースライン」を与えた。必読の

書である。

（くちき あきふみ）
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